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◇表紙写真説明◇
NETIS技術（アコーディオン防音壁）のテーマ設定型

（技術公募）試験状況
写真提供：清水建設㈱

・撮影時期：2020 年 2 月
・撮影場所：施工技術総合研究所（静岡県富士市）
・NETIS 登録番号：QS-200029-A
・テーマ設定型：17 建設機械の騒音低減に資する技術　R02.07 
アコーディオン防音壁は，フレームは折畳可能なため，折畳んだ状態で現場に搬入し，使用時に伸ば

して使用する。設置，移動が容易であり，移動しながらの作業，夜間の道路工事等の時間制約のある作
業で騒音低減に資する。本試験において，Ａ特性音響パワーレベルの低減量は 9.9（dB）であった。
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